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Abstract 
To insure the high ductility in r巴inforcedconcr巴testructural members subjected to alternate cyclic 
earthqu北eforces， itis necessary to provide the sp巴cialshear r巴inforcement. However， the reinforcing 
method stipulated in the current ]apanese Structural Standard for RC Structures (1971) dose not seem to be 
strictly followed in the field construction. The principal objective of this investigation is to point out the 
many problems awaiting by recognizing the actual conditions of fi巴ldworks for shear reinforcing method and 
to study experimentally the effects of the shape of rectangular hoops on deformation， strength， stiffness and 
ductility of RC columns. In this report且repr巴sentedthe results of the field survey for shear reinforcement 
and discussed the results of the tests which were carried out on 28 RC column specimens subject巴dto many 
alternate cyclic loadings. These results are compared with the AI] code and some probl巴mson ductili ty of RC 































の形状と配筋状況の観察に主眼を置いた他， 車宿舎併用 1棟を含む。工場他には教会，倉庫併用各 l棟を含む。
表-1 調室建物の内訳
ボ:学(棟数校) 事(棟務数所) 宿(棟舎数関係) 病(棟数院) 工(棟場数他) (棟計数)m' m' m' m' m' m' 
(4)事 (4) (1) (2) (1) 
キL 。晃
5813 10503 5337 7764 29417 
(3) (3)傘 (3) (1) (1日
函 錯
2370 4252 21358 125日 29230 
釧 路
(2) (3) (2) (2) (2) (1) 
8011 1613 5413 4967 7431 27435 
(4) (3) (1) (1) (9) 
旭 JI 
16744 3686 2574 864 23868 
室蘭及び (4) (2) (2) (1) (1) (1) 
苫小牧 6424 2175 4386 690 694 14369 
計 (13) (1自 (1) (6) (6) (51) 
33549 17539 41660 14818 16753 124319 
ze菅 (2) (7) (2) (1) (1) (1泊
数階 3 (1曲 (2) (1) (2) (2) (Jn 
霊5内114 5 (1) (2) (1) (1) (3) (8) 
(1) (2) (1) (4) 
訳 6 (3) (2) (1) (6) 
7 (3) (3) 




間隔・量 (Pw)，引張鉄筋比 (Pt)，シヤスパン比 (ho/2D)，軸方向応力度 (σ。)等の諸国子に
ついての頻度分布を調べ，これらの結果を既住の調査結果1) と比較した。
3 調査結果と考察
A 主筋の使用種別。 図-1 (a)に示すように，異形鉄筋の使用率は極めて高く，全体の約
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.札幌39棟，函館27棟，事1路 12棟，旭川 13棟，室蘭 14棟，苫小牧 5棟，合計 110棟。
料各市における年間の建築工事量の統計値に比例するものではない。
(70) 
鉄筋コンクリ ト部材のせん断補強法の実態とその改善に関する研究 71 


















図-2 補治筋形状の使用状況. 図-3 補強筋の径と間隔
中丸印の如く上記の比率が逆転し，180kg/cm2の採用率の方が高〈現われている。
C せん断補強筋。
(1) 補強筋の使用種別。 図 1 (c)に示すように，全体の約 90%はSR24の丸鋼である。
(2) 補強筋の形状。 図 2のように，補強筋末端の片方が 1350 以下，他方が90。のフック
形式としたものが最も多く，次いで両端 900 フック形式となっている。これら両形式の占める割
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(3) 柱のシヤスノfン比 ho/2D.。 腰壁・たれ壁を考慮するが，袖壁及び耐震壁の存在を無視
した場合の ho/2D(ho:柱内のり高さ)は，図-9のように1.5-2.99の範囲のものが全体の約
75%を占め， 既往の分析結果とほゾ類似している。
(4) 軸圧縮応力度 σ。(=N/BD)。 各柱のx.y両方向の σ。(最大最小値を含む)の分布は
図-10のようになった。図中の一点鎖線は，本資料を既往の資料(破線)と同一 σ。区分に採っ












































Pt (%) 軸圧縮応力度 σo=N/BL可kg/cm')M 
QD (本数一任)
20 35 50 
No. 帝筋(Pw%) 目。 情筋(Pw%) No 帝筋(PW%)
0.61 ~~ ~ 2 ( 3一D13) 2 J (0.50) 
0.34 ~ ど三( 3一DlO) 4 J (0.18) 
0.61 
2.5 ( 3 .!) 13) 6 ) (0.18) 8 J (0.32) 10) (0.50) 
11)26φ@50 / 0.96 12 J (0.36) (3 -D16) 15)3-6φ 削 514 J (0.36) 
0.61 ~ ~ 3 ( 3一D13) 18 J (0.22) 



















メH豆， 材 産 I也 比 重 単容重 (kg/-C ) 1m 
砂 ( 5 mm以下) 富岸(海砂) 2.59 1.82 3.55 
砂利 (15mm以下) 鵡川砂利 2.62 1. 73 6.40 
セメ ン 強官寸L乏 3 B 7 日 28 日
新日鉄・普通ポルト 曲げ (kg/cm') 34.2 45.0 62.3 
ブ ン ド 圧縮( 150 217 369 
主失 筋 断面*(cm') !降伏点(kg/mm2) 強度(kg/mm2) イf~ び率(%)
6φ ( 5 :fj:鉄線) 0.227 28.9 46.1 31.4 
9φ 0.628 37.5 52.1 30.5 
D10 (0.71) 42.2 59.2 27.4 
D13 (1.27) 40.2 56.9 27.8 
D16 (1. 99) 36.6 52.6 24.8 
事断面( )は公称，その他は 3本の平均。
は. 209-246平均231kg/cm2であった。

















* .次の考えに基づく。(l)激震に対して得られる応答塑性率は大きくとも 3-4程度である。 (2)最大応答加速度の
80%程度以上の応答回数は 10回程度である。 (3)一定変形での繰返し加力 Fにおける部材の構造性能の変化は司 10


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































寸 NO.12 P21 I 
川札 ?判J
_j L 

























(2) 降伏荷重。 実験値と e関数法計算値との比率は， 0.99-1.07で平均1.04となった。ま
に実験値の略算値に対する比率は 0.95-l.01で平均0.98となり， e関数法計算値に対する
比率よりも 6%程度低い値となった。
































図示のように， No. 1と2，3と4，7と8の6体は 8Oyの繰返し中に， NO.9と10，15と
16及ぴ17の5体は 6Oyの繰返し中に，主筋の座屈により耐力の低下を生じたが，フック形状の
違いによる差は殆んど認められない。しかし， No. 5と6，13と14，11と18の6体は 4Oyで，
No. 12のみは 3あの繰返し中に夫々急激な耐力低下となり， 135。フック形状(図中O印)のも
のより 90。フック形式(図中・印)の方が，幾分早めに耐力低下を生ずる傾向を示した。




比λ(ニ lk/i二 4lk/ゆ)とら/5の関係を図 19に示した。
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ト「十 lll:lit WrlH 


























0 2 3 4νS 4 5 
































端 Qsu= I O.076kukp (Fc十180)/(M/QD)+2. 7♂ずつ(5WY : bj，中 Qsu= I O.073kc (Fc +500)/(M/QD 
+ 1.5) +2.7σコ言772す Ibj 













o -@62.5 (PW =0.32%)，材中央
帯筋は 90。フック形 6O一 @125
(Pw=0.16%)で，全て同ーである。
表-6には使用材料の性質を示し

















M σ。 P， (%) 戸巾， 高 Pω No. 
QD 
人
(kg/岬) (本数一任) 形 ik サイズ間隔 l")Pω(%J 姐PW
S 5 0.61 角スパイラル
2.5 20 2-6φ'" 110 0.18 .0.30 
W5 (3 -D 13) 溶接
Sll 0.96 角スパイラル
SW 2.5 20 2 -6φrg 55 0.36 0.38 
WII ( 3 -D 16) 溶接
S 17 0.61 角スパ4ラ1し
3.0 35 2-6φ'" 90 0.22 0.38 
WI7 ( 3一D13) 溶接
A 1 90' 7ノク 材端
A 2 0.61 153
0 7""j 7 2 -6φ"'62.5 0.32 
A 2.5 25 0.47 
A3 (3 -D 13) 角スパイラル (中央肘べて叩フク)I とし句 2-6φ%一世 125




骨 材産 r也 上h 重 単容重(kg/e ) 1.m 
砂(5棚以下) 副主(海砂) 2.63 1.84 3.02 




3 日 7 日 28 日
新日鉄・普通 曲げ(kg/cm') 33.1 46.2 70.3 
ポノレトランド 圧縮(kg/cm') 130 216 402 
コンクリート調合 C: S: G~1 :3.42:3.89. W/Cニ 65%，sl=18cm 
鉄 筋 断面事(cm') 降伏凸、(旬/棚') 強度(kg/棚') 伸ぴ率(%)
6φ(5 #鉄線) 0.249 28.2 40.0 29.6 
9φ 0.631 36.9 50.5 30.8 
D13 (1.27 ) 40.2 56.9 28.2 
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90"フックの場合には平均で2.04X10-2 (さ2.0/100)，135"フックでは 2.25X10-2 (キ2.3/






90.フ y ク 135.フ y ク 角形スパイラ/レ 溶接フープ
M R σ。
QD Vo) (kmlom') Nc 破壊モ ドRBU PN Nれ 破壊モ ドR(B
×
u10P2N ) 
No 破壊モード RBU Pん No 破壊モード RBU PN 
1 x!O-') 1 XIO-') ( X!O-') 
F.SC.B， 1.65 60 FLSC B， 2.05 71 F SCB， 1.53 51 FLSCB， 2.05 71 
2.5 0.61 20 6 5 :; 5 W5 
(>30-C) (40-B) (>30-C) (40-B) 
F.SCB， 1.65 54 FLSC(B，)ー 80 FLSC 71 FLSCB， 3.38 71 
2.5 0.96 20 12 11 Sll Wll 
(30-C) (40-B) (40-B) 1>40-B) 
FLSCB， 2.45 78 FLSC.B， 2.50 80 FCB， 3.72 91 FLSCB， 2.50 71 
3 0.61 35 18 17 S 17 WI7 
(39-B) (4.0-B) (6.0-A) (40-B) 
F.LSCB， 2.42 71 F.LDT 71 F.CB， 3.17 101 FLSC(仮) 3.16 71 
2.5 0.61 25 A I A2 A 3 A4 
(40-B) (>40-B) (>80-A) (>40-B) 











x 90" hook 
o 135~hook 






























(3) 上記(2)で特に帯筋量が規準量の約 40%以下のように少量の場合には， 90。ブック形帯筋
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